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５月２３日(木)に市内１７校の

３年生以上(1,266 名)の児童が集ま

り、第１４回浜田市小学校陸上競

技大会が浜田市陸上競技場で行われました。波佐小学校からは１２名の児童が選手として

参加しました。４月から全校で練習に励み、当日は緊張の中、精一杯競技、応援に全力で

望みました。２年生は学校から応援をしました。主な結果をお知らせします。

◇３･４年男女混成４× 100mR 第２位 記録７４秒６６(大会新)

◇５･６年男女混成４× 100mR 第１位 記録７０秒２５

◇６年女子 800 ｍ 第２位 記録２分３８秒１３

様よりマリーゴールドの苗

を頂きました。校庭の花壇に植

えて楽しみたいと思います。あ

りがとうございました。

２日(火)わかあゆ学級合同学習

ラブック号

４日(木)児童集会

９日(火)個人懇談

１０日(水)中学年交流会

手紙の書き方教室

１１日(木)花のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ苗植え

１２日(金)校外班会

１６日(火)大掃除 ﾜｯｸｽ掛け

１９日(金)終業式 給食終了

ＪＰ貯金

２０日(土)親子の集い

３０日(火)ラブック号 13:30

波佐小学校では全校で人権意識を高

めるために人権週間を設けていま

す。自分も友だちも大切にするため

に［自分を知ろう］［ふわふわ言葉

のシャワーをあびよう］という活動に取組みます。



陸上大会でこんな出来事がありました。

大会の華と言えるリレー。練習を積み、意気込み臨んだレースで思いもよらないバトン

ミス。残念な思いはあるものの、一生懸命やった結果として誰もが受け止め、拍手で選手

を迎えました。子どもたち、そして、担任をはじめとする職員たちには様々な思いがあっ

たようです…。（以下、児童の作文と担任のコメントです）

残念な結果を受け止め前を向くたくましさと仲間を支える強さをもった子どもたちです。こ

んな素敵な姿に成長してくれている子どもたちと全力で学校教育を支えてくださるご家庭、地

域の方に感謝です。そして、子どもたちの心の機微を感じ取り、その姿に感動し、さらなる成

長を支えていこうとする本校職員たちを、手前味噌ではありますが誇りに思います。
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彼の作文を読んだとき，私の目には涙が浮かんでいた。
バトンが落ちた瞬間を，私は目の前で見ていた。二人の表情も鮮明に覚えている。
作文には，その時の光景だけでは計り知れなかった彼の胸の内が赤裸々に表現され

ている。波佐小のテントに帰るまでの心は，こんなにも激しく揺れ動いていたのかと
胸が苦しくなる。しかし，仲間の声に励まされる。その瞬間の表情までが浮かんでく
るようだ。安心した。
そして，何より救いなのがこの経験を前向きに捉えているところだ。
悔しさがないといえば嘘になるだろう。彼もそのことは書いている。しかし本番で

「全力を出し切る」という自らの課題を克服したことを，大きな成長として捉えてい
る。
作文からは，終始「一所懸命さ」が伝わってくる。心の強さと明るさが伝わってく

る。だから胸を打つのだろう。
「心の大逆転」すてきなタイトルである。
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